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インフルエンザ流行警報の発表 
 

感染症発生動向調査において、令和５年第47週（令和５年11月20日～令和５年11月26日）の定点医

療機関あたりのインフルエンザの患者報告数（平均患者数）が「43.67」※となりました。警報の目安と

している「30.0」を上回ったことから、インフルエンザ流行警報を発表します。 

2018/19シーズン以来、５シーズンぶりの、また、平成19年（2007年）以降、県で確認できる限り

では、過去２番目に早い警報発令となります。 

大きな流行が継続していますので、県民の皆様への予防策等の広報について、ご協力をお願いします。 

※全報告数（3,057人）／定点医療機関数（70施設） 

 感染症対策室 
担当：眞崎、荒木 
内線：2466 
電話：095-895-2466（直通） 

県民の皆様には、場面に応じたマスクの着用や、手洗い・換気、高齢者等重症化リス

クの高い方は換気の悪い場所や不特定多数の人がいるような混雑した場所を避けるなど
の基本的な感染防止対策へのご協力をお願いします。 

【インフルエンザ予防策等】 

～かからない～ 

◼ インフルエンザのワクチン接種は発症予防、重症化防止に有効なことから希望される

方は、かかりつけ医と十分、相談のうえ接種しましょう。（効果の出現までに２週間
程度を要します） 

◼ 体力が低下しないように十分な栄養と休養をとりましょう。 

～うつさない・ひろげない～ 

◼ 定期的な換気や外出後の手洗いを行いましょう。 

◼ インフルエンザを広げないために『咳エチケット』を心がけましょう。 

◼ 『咳エチケット』とは・・・ 

咳・くしゃみが出る時は、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。マス

クを持っていない場合は、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を押さえ、他の人から
顔をそむけて 1ｍ以上離れましょう。 

◼ 鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨て、手のひらで咳やくしゃみを

受け止めたときなどはすぐに手を洗いましょう。 

◼ 咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。 

◼ 高齢者など重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、医療機関を受診する時や、高

齢者など重症化リスクの高い方が多く入院・生活する医療機関や高齢者施設などへ訪
問する等は、マスクの着用を推奨します。 



【県内及び全国の定点あたりの患者報告数】 

  
長崎県 全国 

患者数 定点あたり 患者数 定点あたり 

第 43週 

(10/23-10/29) 
1,349 19.27 97,292 19.68 

第 44週 

(10/30-11/5) 
1,189 16.99 104,359 21.13 

第 45週 

(11/6-11/12) 
1,262 18.03 85,766 17.35 

第 46週 

(11/13-11/19) 
1,976 28.23 106,940 21.66 

第 47週 

(11/20-11/26) 
3,057 43.67 －※ －※ 

※全国の第47週は、厚生労働省にて12月1日（金）に公表予定。 

【過去５年間の注意報等発表の時期】 

 期間 流行期入り 注意報 警報 

2019/20ｼｰｽﾞﾝ 第37週 （ 9/9～ 9/15） 第50週（12/9～12/15） ― 

2020/21ｼｰｽﾞﾝ ― ― ― 

2021/22ｼｰｽﾞﾝ ― ― ― 

2022/23ｼｰｽﾞﾝ 第52週 （12/26～1/1） 第２週（1/9～1/15） ― 

2023/24ｼｰｽﾞﾝ ―（前ｼｰｽﾞﾝから1.00以上） 
第39週（9/25～10/1） 

第47週（11/20～11/26） 
第42週（10/16～10/22） 

※警報の発令は、2018/19シーズン第2週（1/7～1/13）以来、５シーズンぶりとなります。 

【直近の県内インフルエンザ患者報告数（保健所管内別）】 

  長崎県 

    長崎市 佐世保市 西彼 県央 県南 県北 五島 上五島 壱岐 対馬 

第 43週 19.27 20.94 48.55 4.50 16.18 5.00 22.25 2.75 26.33 6.67 5.00 

10/23-10/29 (1,349) (356) (534) (27) (178) (40) (89) (11) (79) (20) (15) 

第 44週 16.99 17.71 35.18 11.00 17.27 10.88 24.25 4.50 5.00 4.33 5.00 

10/30-11/5 (1,189) (301) (387) (66) (190) (87) (97) (18) (15) (13) (15) 

第 45週 １８.０３ ２７.８８ ２２.３６ １０.８３ １７.０９ １３.５０ ２１.００ ８．００ ２.６７ ８.３３ １０.６７ 

11/6-11/12 （1，262） （474） （246） （65） （188） （108） （84） （32） （8） （25） （32） 

第46週 ２8.2３ ３８.９４ 20.18 23.50 27.09 18.13 53.50 24.75 10.67 18.33 36.00 

11/13-11/19 (1,976） （662） （222） （141） （298） （145） （214） (99) （32） （55） （108） 

第47週 43.67 71.94 22.55 44.83 30.09 26.38 55.50 21.00 35.00 15.33 106.00 

11/20-11/26 （3,057） （1,223） （248） （269） （331） （211） （222） （84） （105） （46） （318） 

※表内数値の上段は定点あたりの患者報告数、下段( ）内は患者総数(人)。 

【定点医療機関からの年齢別患者報告数(人）】 
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43週 365 276 438 63 15 70 65 18 39 

44週 385 219 295 78 40 49 65 25 33 

45週 411 231 315 84 40 63 49 26 43 

46週 607 408 442 169 69 92 85 48 56 

47週 854 695 709 218 86 151 155 69 120 

 



【国立感染症研究所が定めるインフルエンザ流行レベルの目安】 
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＜長崎県インフルエンザ発生動向＞ 

 

 

【流行期入り：定点値１．０を上回った時】 

○ インフルエンザ定点医療機関あたりの１週間の報告数が「１．０」以上の場合、流行期入りした

ことの目安 

 

【注意報レベル：定点値１０．０を上回った時】 

○ インフルエンザ定点医療機関あたりの１週間の報告数が「１０．０」以上の場合、以降４週間以

内に大きな流行が発生する可能性が高いことをあらわします。 

 

【警報レベル：定点値３０．０を上回った時】  

○ インフルエンザ定点医療機関あたりの１週間の報告数が「３０．０」以上の場合、大きな流行の

発生、または継続しつつあることが疑われることをあらわします。 

○ 警報は１週間の報告数が「１０．０」となるまで継続し、「１０．０」を下回った時点で自動的

に解除されます。 


